
平成１８年１１月緑中学校の特色
～ ～緑中はこんな学校です！

落ち着いた、まことに中学生らしい学校生①

。落ち着いた生活と環境活を送ることができる

人間性を磨いていくの中で様々な活動を通して

。中学校である

「こんな中学校が今でもあったのか！」と驚嘆

。 、の声を上げる方もいる 上級生ほど授業に集中し

行事に燃え、生徒会・委員会活動・部活動に打ち

込み、しっかりとした学校生活を送る。後輩に

とって素晴らしい模範がそこにある。小学校時

代落ち着かなかった生徒も入学後は、次第に に染まっていく 「きちんとしな緑中色 。
いろ

がら、のびのびと、みんな仲の良い楽しい学校でした 」と、誇りをもって卒業して。

いく生徒が多い。

学力の定着と向上をめざし、各先生は地道な努②

。力と工夫を重ね、丁寧な授業をしていく

放課後やテスト前後、長期休業中などには補習を行

う。選択教科では数学・英語等に習熟度別コースを設

ける。行事や学期末ごとに授業時間割を変え、効果的

な時間の使い方をし、行事を充実化させると共に授業

時数を確保する。

総合的な学習・特別活動は３年間を見通し、計③

画的に調べ学習・体験学習・まとめと発表学習等

を重ね、自己の生き方を考え、心豊かで社会性を

。もった生徒を育てる

１年では「職業人の話を伺う会 「職場体験 、２年」 」

では「上級学校訪問 「移動教室での体験学習 「校外学」 」

習 、３年では「修学旅行での体験学習」等を行う。」

生活指導のしっかりした安心して通える学校である。④
生活指導は学習をはじめ全ての生活の基盤となる。日頃より生徒の健全な成長をめ

ざし、細やかな目配り、気配りを各先生は心掛ける。いじめ等の問題が起こった場合

には、学年や生活指導部を中心に先生たちが組織的に対応し、解決していく。

（困っていることがあれば早めに相談して下さい。校長以下全職員で万難を排し責任

をもって対処して参ります ）。

。⑤ 部活動が活発である
市内の中学校では一番生徒数が多く、先生の数が多いので部活の種類も多い。しか

希望いっぱいの入学式▲４月

６月 体育会 ３年おおむかで▲

▲少人数授業 １年数学



も部活に熱心な先生が多い。校庭と体育館はいつも運

動部員がひしめき合っている。合唱部をはじめ文化系

の部も盛んである。休日も活動する部が多い。

行事への取り組みが盛んである。⑥

体育会、文化発表会などの行事への取り組みが活発であ

る。緑中が行事を大切にするのはその取り組み活動を通し

て、やり抜く強さ、仲間とのつながりの大切さ、連帯感、

責任感などの人間性を磨くことに重きを置くからである。

。⑦ ボランティア活動が盛んである

生徒会を中心に地域の老人ホームのお手伝いに

継続的に参加し、毎年表彰されている。最近は“

子ども祭”など地域行事のお手伝いボランティア

などへと広がりを見せている。他人のために尽く

せる心を育てる機会に恵まれている。

時に厳しくいつも温かい、きれいな、⑧

。給食のおいしい中学校である
先生たちは生徒が大好きである。いつも生徒のことを

考えている。生徒一人一人に、人として、向上を目指し

、 。てもらおうと日々真剣であり 時には厳しい指導も行う

その生徒への期待と信頼に生徒もよく応え、問題があっ

ても決して最後まであきらめず、よく努力する。

学校は改修工事されたばかりとは言え、用務主事さん

が校舎内外の施設や庭の植木・花壇などの手入れに端正

を込め、生徒もよく掃除し施設を大切に使うのでとて

。 。もきれいな学校である 整備美化委員は交替で毎朝早く来て廊下のモップかけをする

給食は栄養士さんと調理員さんたちが精魂を込めてつくり、評判のおいしさである。応

えて生徒はよく食べ、給食委員の片づけ活動も熱心である。

。⑨ ＰＴＡ・地域 方々の協力 厚い学校の の である

役員さんはじめ各委員が学校を力強く支え、一般の保護者

や地域の方々もまたよく協力して頂いている。学校の課題に

ついて共に解決していこうと連携し、また、子どもと親それ

、 。ぞれの成長を願って 質の高い企画を次々と生み出して頂く

学校を支える力が大きいほど学校はよりよい教育に打ち込め

ることを実感している。

▲９月 ２年移動教室（蓼科）

１０月 文化発表会 全校合唱▲

１１月 １年職業人の話を伺う会▲

１１月 ２年クリーン作戦▲


